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開発中のセンサ （MHzイメージャー）
複素容量変化を非破壊で測れる水晶センサ （特許出願済）

導電率・誘電率の変化

複素容量が変化
(複素誘電率の変化)

共振周波数が変化

センサの等価回路図

複素容量：𝐶∗ = 𝜀∗ "
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検出部（電極アレイ）



複素容量変化で何が見れるか？

𝜀𝑟 ∗ = 𝜀𝑟 − 𝑖
𝜎
𝜔𝜀0

= 𝜀′ − 𝑖𝜀′′ εr* : 複素誘電率 ε′′ : 誘電損失

第二項は、導電性に関わる項で、低周波数側で支配的

第一項は、誘電性（密度も関わる）に関わる項で、高周波数側で支配的

水分量、（ミクロな）多孔質化を観察できる。

イオンの放出、腐食具合を観察できる。

劣化要因に関わる
重要因子！

用途に合わせて、周波数を切り替えてみたい項目を評価



アプリケーションノート

参考資料



測定例 コンクリートの硬化プロセスの評価

12

周波数依存性の比較から施工の管理が可能

Aモード

B モード

乾燥、多孔質状態
がわかる

腐食、イオンの
状態がわかる

セメント硬化プロセスの非接触/非破壊測定の例

誘電率
低下

導電率
増加

水和の進展

硬化
開始



測定例 コンクリートの劣化状態の評価

12

モルタルの凍害劣化の非接触/非破壊測定の例
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Measuring frequency : 16 MHz

多孔質化
の進展

目視でわからない段階から多孔質化の進展を評価可能
施工不良による将来の劣化の予知へ



測定例 土壌状態（多孔質化、保水性）の評価
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目視で判定不可能な土壌状態に応じた対策を検討できる

重力水
（マイクロな間隙）

土壌の種類による水の浸透速度の違いの測定例

毛細管水
（ミクロな間隙）

霧吹きで水を与える（=応答の増幅）



測定例 化粧品の保湿性の評価
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保湿性の違いが分かる。製品の品質の見える化

他社の保湿クリームとの性能の違いの測定例



測定例 食品加工オイルの劣化評価
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消費者へ食品の安全性を見える形で提供、高付加価値化

食品オイルのメーカーごとの劣化耐性の測定例



測定例 液体プロセスの管理
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金薄膜エッチングの終点検出の測定例

25 ℃

35 ℃45 ℃

目視で判断できないものを取り出さずに評価可能



アピールポイントのまとめ

12

ユーザーの数だけ用途が広がる

プロトタイプの外注、生産も可能


